
市
長
提
案
議
案
は
す
べ

て
全
会
一
致
で
承
認
・

同
意鶴

岡
市
議
会
臨
時
会
２

日
目
の
８
日
、
本
会
議
を

開
き
、
平
成

年
度
一
般

29

会
計
補
正
予
算
の
衆
議
院

議
員
総
選
挙
委
託
金
８
１

４
４
万
９
千
円
の
専
決
処

分
、
及
び
人
事
案
件
と
し

て
議
会
選
出
の
監
査
委
員

を
佐
藤
文
一
議
員
に
、
ま

た
任
期
満
了
に
伴
う
教
育

委
員
２
人
と
、
法
改
正
に

伴
う
新
た
な
市
農
業
委
員

人
の
任
命
な
ど
を
原
案

20通
り
全
会
一
致
で
承
認
し

ま
し
た
。

追
加
議
案
と
し
て
副
市

長
の
選
任
と
市
監
査
委
員

の
選
任
が
提
案
さ
れ
、
原

案
通
り
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

副
市
長
に
は
市
監
査
委

員
の
山
口
朗
氏
を
、
後
任

の
市
監
査
委
員
に
長
谷
川

貞
義
氏
を
選
任
し
ま
し

た
。

新
政
ク
・
小
野
寺
議
員

が「
当
選
祝
い
問
題
」
を

緊
急
質
問

８
日
の
本
会
議
冒
頭

で
、
新
政
ク
ラ
ブ
の
小
野

寺
佳
克
議
員
が
「
皆
川
市

長
の
衆
議
院
議
員
事
務
所

へ
の
当
選
祝
い
持
参
の

件
」
に
つ
い
て
、
「
一
連

の
経
緯
と
市
長
の
認
識
を

伺
う
」
と
の
趣
旨
で
緊
急

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

皆
川
市
長
は
経
過
を
具

体
的
に
述
べ
、
後
援
会
が

用
意
し
た
お
酒
を
持
参
し

た
こ
と
は
「
慎
重
さ
と
適

切
さ
に
欠
け
て
い
た
と
反

省
し
て
い
る
」
と
答
え
ま

し
た
。

小
野
寺
議
員
は
、
「
公

職
選
挙
法
で
は
当
該
選
挙

区
内
に
あ
る
者
に
対
し
、

い
か
な
る
名
義
を
も
っ
て

す
る
を
問
わ
ず
寄
附
を
し

て
は
な
ら
な
い
、
と
定
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
法
律

に
抵
触
す
る
疑
い
が
あ

る
」
と
再
質
問
し
、
市
長

は
「
互
い
の
後
援
会
か
ら

後
援
会
に
対
す
る
趣
旨
だ

っ
た
。
酒
は
返
し
て
い
た

だ
き
、
法
律
に
抵
触
す
る

と
は
考
え
て
い
な
い
」
と

答
え
ま
し
た
。

前
市
長
の
「
欠
陥
」
指

摘
は
さ
せ
な
い
自
公
系

会
派
の
党
利
党
略

議
員
が
本

会
議
で
市
長

な
ど
執
行
機

関
に
対
し
て

行

う

質

問

は
、
①
代
表

質
問
、
②
一

般
質
問
、
③

緊
急
質
問
に

区
分
さ
れ
ま

す
。緊

急
質
問

は
、
会
議
規

則
で
「
緊
急

を
要
す
る
と

き
そ
の
他
真

に
や
む
を
得

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き

に
」
「
議
会
の
同
意
を
得

て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
さ
れ
、
議
会
運
営

委
員
会
で
取
り
扱
い
が
協

議
さ
れ
ま
す
。

小
野
寺
議
員
の
緊
急
質

問
は
、
前
日
の
議
会
運
営

委
員
会
で
全
会
一
致
で
許

可
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
石
井
清
則

議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）
の

「
文
化
会
館
の
工
事
に
つ

い
て
―
雨
漏
り
・
音
漏
れ

の
状
況
な
ど
」
の
緊
急
質

問
に
つ
い
て
は
、
共
産
党

と
市
民
ク
ラ
ブ
の
４
人
は

許
可
に
賛
成
、
新
政
ク
ラ

ブ
と
政
友
公
明
ク
ラ
ブ
の

６
人
が
反
対
し
不
許
可
と

さ
れ
ま
し
た
。

文
化
会
館
の
雨
漏
り
や

音
漏
れ
に
つ
い
て
は
、
７

日
の
臨
時
会
市
長
あ
い
さ

つ
で
も
触
れ
て
い
た
問
題

で
、
緊
急
性
や
重
大
性
が

あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。

前
市
長
の
お
こ
な
っ
た

工
事
の
「
欠
陥
」
が
指
摘

さ
れ
る
問
題
は
緊
急
質
問

さ
せ
な
い
と
い
う
、
党
利

党
略
の
多
数
に
よ
る
横
暴

が
こ
こ
で
も
現
れ
て
い
ま

す
。
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日
、
羽
黒
第
一
小
学

11
校
で
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

児
童
代
表
は
「
手
向
の

風
土
に
育
ま
れ
た
羽
黒
第

一
小
学
校
の
１
４
４
年
の

歴
史
と
伝
統
を
忘
れ
ず

に
、
こ
れ
か
ら
も
歩
ん
で

い
き
た
い
。
」

と

話

し

ま

し

た
。式

に
続
き
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
児
童
に

よ
る
学
校
の
思

い
出
を
語
る
群

読
や
ス
ク
ー
ル

バ
ン
ド
演
奏
が

披
露
さ
れ
ま
し

た
。羽

黒
第
一
小

学
校
は
、
来
年

４
月
に
羽
黒
第
二
小
学
校

に
統
合
さ
れ
、
「
羽
黒
小

学
校
」
と
な
り
ま
す
。

閉
校
式
に
は
市
議
会
市

民
文
教
常
任
委
員
会
の
８

人
が
来
賓
と
し
て
出
席
、

日
本
共
産
党
の
山
田
守
市

議
も
出
席
し
ま
し
た
。

文化会館の雨漏り・ホール内雨音漏れの状況説明図（議員配付

資料より引用、紙面の都合上写真の一部を切り取っています）

閉校式で合唱を披露する羽黒一小の児童



都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
11月9日入札分

・松ケ岡開墾場南広場駐車場測量業務（羽黒町松ヶ岡地内）（入
札12業者）
(有)安野測量事務所 1,600,000円（1,656,000円）

期間～12/22（落札率96.62％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
11月9日入札分

・鶴岡市文化会館植栽工事
不調

・市営大西住宅5・6号棟外壁屋根改修工事（入札17業者）
(株)王祇建設 65,470,000円（66,150,000円）

工期～30/3/9（落札率98.97％）
・市先端研究産業支援センター拡張整備工事（覚岸寺字水上246
－1）（入札16業者）
(株)マルゴ 58,800,000円（59,920,000円）

工期～30/3/9（落札率98.13％）

藤島庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
11月9日入札分

・平成28年災 33-102大揚井堰頭首工災害復旧工事(繰越明許)
中止

日
、

日
の
両
日
、

10

11

宮
城
県
松
島
町
の
ホ
テ
ル

松
島
大
観
荘
に
て
「
２
０

１
７
年
日
本
医
療
福
祉
生

協
連
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ

ッ
ク
組
合
員
活
動
交
流
集

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
北
大
学
名
誉
教
授
で

労
働
総
研
常
任
理
事
の
日

野
秀
逸
氏
が
「
憲
法
・
社

会
保
障
・
共
同
の
力
で
地

域
を
元
気
に
」
と
題
し
、

次
の
よ
う
に
記
念
講
演
し

ま
し
た
。

日
本
国
憲
法

条
「
個

13

人
の
尊
重
と
公
共
の
福

祉
」
で
は
個
人
が
大
切
で

あ
り
、
幸
福
を
追
求
す
る

権
利
は
憲
法
に
お
い
て

「
最
大
の
尊
重
を
必
要
と

す
る
」
も
の
で
あ
る
。

幸
福
追
求
権
は
９
条

（
戦
争
放
棄
）
と

条
（
生

25

存
権
保
障
）
が
あ
っ
て
こ

そ
保
障
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
憲
法
は
国
（
中
央
政

府
と
地
方
政
府
）
に
対
し

て
、
国
民
が
人
間
ら
し
い

生
活
を
送
る
事
が
で
き
る

よ
う
に
義
務
を
与
え
て
い

る
の
で
あ
る
。

社
会
保
障
は
生
命
・
労

働
力
・
生
業
・
生
活
が
成

り
立
ち
、
次
の
世
代
で
も

成
り
立
つ
よ
う
な
総
合
的

に
行
う
仕
組
み
で
、
総
合

的
生
活
保
障
が
現
代
の
社

会
保
障
で
あ
る
。し
か
し
、

数
年
私
的
な
相
互
扶
助

30の
社
会
化
と
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。

安
倍
政
権
が
や
っ
て
い

る
政
治
の
全
体
を
「
平
和

的
生
存
権
」
を
物
差
し
に

し
て
、
批
判
的
に
見
抜
い

て
行
く
こ
と
が
大
事
だ
。

憲
法
と
社
会
保
障
を
基

盤
に
し
て
９
条
と

条
を

25

土
台
と
し
て
労
働
者
、
多

く
の
普
通
の
人
び
と
の
共

同
・
協
力
に
依
拠
し
て
、

条
が
示
す
幸
福
な
社

13会
、
自
分
ら
し
く
生
き
る

こ
と
が
可
能
な
社
会
を
作

る
と
き
で
あ
る
。

こ
の
集
会
に
坂
本
昌
栄

市
議
も
参
加
し
ま
し
た
。

鶴
岡
第
五
中
学
校
の
創

立

周
年
記
念
式
典
と
、

20
記
念
講
演
会
が
同
校
体
育

館
で
開
か
れ
、
生
徒
・
保

護
者
・
教
職
員
や
地
域
の

関
係
者
な
ど
が
参
加
し
ま

し
た
。

石
塚
哲
郎
実
行
委
員
長

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）
と
佐
藤

拓
哉
同
窓
会
長
が
あ
い
さ

議
会
報
づ
く
り
の
要
点
に

つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

松
田
氏
は
「
議
会
だ
よ

り
は
市
民
と
議
員
を
つ
な

ぐ
窓
、
東
日
本
大
震
災
で

は
不
正
確
な
情
報
が
錯
綜

す
る
な
か
市
の
広
報
が
大

き
な
役
割
を
発
揮
し
た
。

大
切
な
意
思
疎
通
の
ツ
ー

ル
と
し
て
活
用
し
て
も
ら

い
た
い
。
」
と
語
り
ま
し

た
。鶴

岡
市
議
会
か
ら
議
会

広
報
広
聴
委
員
会
の

人
10

が
参
加
、
日
本
共
産
党
の

山
田
守
市
議
も
参
加
し
ま

し
た
。

最
上
川
・
赤
川
直
轄
改

修
着
手
か
ら
１
０
０
周
年

を
記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が

日
、
酒
田
市
民
会

10

館
希
望
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

つ
を
行
い
、
来
賓

を
代
表
し
て
田
中

芳
昭
教
育
長
職
務

代
理
と
阿
部
喜
美

男
湯
野
浜
自
治
会

長
が
４
地
区
自
治

会
を
代
表
し
お
祝

い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
五
中

の
生
徒
た
ち
に
よ

る
記
念
合
唱
が
披

露
さ
れ
、
満
場
か

ら
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

記
念
講
演
会
で

ま
し
た
。

１
９
２
１
（
大
正

）
10

年
に
は
、
最
上
川
に
合
流

し
氾
濫
の
多
か
っ
た
赤
川

を
日
本
海
に
つ
な
げ
る
放

水
路
開
削
が
着
工
。

１
９
３
２
（
昭
和
７
）

年
に
最
上
川
と
酒
田
港
を

背
割
堤
で
分
け
る
「
河
海

分
離
」
が
完
成
、
水
深
が

不
安
定
だ
っ
た
港
が
大
型

船
も
入
れ
る
よ
う
に
な
り

発
展
し
ま
し
た
。

１
９
５
３
（
昭
和

）
28

年
に
２
つ
の
川
の
完
全
分

離
を
実
現
し
洪
水
被
害
を

軽
減
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
土
岐
田

正
勝
氏
（
酒
田
市
文
化
財

保
護
審
議
会
長
）
が
最
上

川
の
氾
濫
と
治
水
、
北
前

船
な
ど
基
調
講
演
し
ま
し

た
。第

二
部
で
は
、
山
形
大

学
名
誉
教
授
の
前
川
勝
朗

氏
ら
が
、
庄
内
の
今
昔
を

テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
参
勤

交
代
や
河
川
の
役
割
な
ど

を
話
し
ま
し
た
。

国
交
省
東
北
地
方
整
備

局
河
川
部
長
の
高
村
氏

は
、
近
年
の
異
常
気
象
に

よ
る
大
雨
に
備
え
携
帯
電

話
へ
の
メ
ー
ル
配
信
、
普

段
か
ら
避
難
訓
練
や
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
の
確
認

が
必
要
と
強
調
し
ま
し

た
。長

谷
川
剛
市
議
が
参
加

し
ま
し
た
。

９
日
、
長
井
市
の
は
ぎ

苑
に
て
、
山
形
県
議
長
会

主
催
の
「
議
会
報
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
山
形
新
聞

社
長
井
支
社
長
の
松
田
直

樹
氏
が
「
読
み
た
く
な
る

議
会
報
づ
く
り
」
と
題
し
、

は
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
野
口

健
氏
が
、
少
年
時
代
の
「
い

じ
め
」
体
験
か
ら
植
村
直

巳
氏
の
本
に
出
会
い
、
登

山
を
始
め
た
こ
と
か
ら
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
頂
等
の
経
験

や
失
敗
談
な
ど
を
語
り
、

「
目
標
を
持
っ
て
生
き
る

こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
」
を

伝
え
ま
し
た
。

菅
井
巌
市
議
が
来
賓
と

し
て
出
席
し
ま
し
た
。

創立２０周年を迎えた鶴岡第五中学校


